
　
高
卒
就
職
者
の
約
４
割
が
県
外
に
就

職
し
、
県
外
大
学
等
へ
の
進
学
率
が
約

３
割
に
上
る
青
森
県
。
県
の
人
口
減
少

が
続
く
中
、
県
の
未
来
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
施
策
と
し
て
、
青
森
県
教
育

庁
（
以
下
、
教
育
庁
）
は
、
２
０
２
２

年
度
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
取
り
組

む
「
あ
お
も
り
創
造
学
」
を
創
設
し
た

（
図
１
）。
そ
れ
は
、
生
徒
が
高
校
の
所

在
地
や
自
身
の
居
住
地
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
自
分
の
関
心
に
基
づ
い
て
課

題
を
設
定
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

り
、
地
域
人
材
と
連
携
し
た
り
し
な
が

ら
取
り
組
む
探
究
学
習
だ
。

　
特
徴
は
、１
人
１
課
題
に
取
り
組
み
、

地
域
と
連
携
す
る
活
動
と
し
た
点
だ
。

生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
を
テ
ー
マ

に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
課
題
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
や
す
く
な
り
、
日
常
生

活
に
お
い
て
情
報
を
集
め
た
り
、
授
業

外
で
も
活
動
し
た
り
と
、
調
べ
学
習
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
主
体
的
な
探
究
学
習

が
期
待
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
個

人
に
よ
る
活
動
と
す
れ
ば
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
学
習
評
価
も
担
保
で
き
る
。

　
社
会
で
は
、
自
分
１
人
で
は
な
く
、

関
係
者
と
連
携
し
、
議
論
し
な
が
ら
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

高
校
で
の
探
究
学
習
に
お
い
て
、
他
者

と
連
携
し
て
課
題
に
取
り
組
む
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
徒
が
学

校
外
で
活
動
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

予
算
も
確
保
し
た
。

　
生
徒
が
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
教
師

の
教
育
観
の
転
換
も
重
要
だ
と
、
同
事

業
担
当
の
教
育
庁
学
校
教
育
課
高
等
学

校
指
導
グ
ル
ー
プ
の
伴
一か

ず
と
し聡

指
導
主
事

は
語
る
。

　「
生
徒
も
教
師
も
発
表
な
ど
の
『
ま

と
め
・
表
現
』
に
目
を
向
け
が
ち
で
す

が
、
探
究
学
習
で
は
、
情
報
を
整
理
・

分
析
し
、
時
に
は
他
者
と
協
働
す
る
中

で
、
自
分
な
り
の
納
得
解
を
出
す
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
生

徒
が
課
題
の
設
定
に
困
っ
て
い
た
り
、

探
究
の
途
中
で
関
心
が
変
わ
っ
た
り
し

た
際
に
、
生
徒
が
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

見
い
だ
せ
る
よ
う
に
、
生
徒
の
関
心
事

に
関
連
す
る
情
報
を
収
集
す
る
具
体
的

な
方
法
を
提
示
す
る
な
ど
、
教
師
の
寄

り
添
う
姿
勢
が
必
要
で
す
。
教
員
研
修

で
は
、
先
進
校
の
事
例
や
質
疑
応
答
な

ど
を
通
じ
て
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加

え
、
生
徒
の
探
究
に
伴
走
し
、
生
徒
が

困
っ
た
時
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
と

い
っ
た
探
究
学
習
に
お
け
る
教
師
の
役

割
も
伝
え
て
い
ま
す
」

　
各
校
が
「
あ
お
も
り
創
造
学
」
を
推

進
で
き
る
よ
う
、
22
年
度
、
教
育
庁
は

次
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

◎
各
校
の
担
当
者
対
象
の
研
修
協
議
会

　
校
内
の
推
進
体
制
を
確
立
で
き
る
よ

学
校
教
育
課

高
等
学
校
指
導
グ
ル
ー
プ

指
導
主
事

伴
　一
聡

ば
ん
・
か
ず
と
し

青
森
県
教
育
庁

１
人
１
課
題
に
取
り
組
む「
あ
お
も
り
創
造
学
」で
、

地
域
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る

青
森
県
は
、持
続
可
能
な
地
域
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
に
向
け
、生
徒
が
地
域
課
題
に
取
り
組
む
探
究
学
習「
あ
お
も
り
創
造
学
」

を
創
設
。生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
に
１
人
１
課
題
の
形
と
し
、校
内
体
制
の
確
立
を
支
援
す
る
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

教
師
の
役
割
は
、生
徒
が
困
っ
た

時
に
積
極
的
に
寄
り
添
う「
伴
走
」

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

研
修
を
年
４
回
実
施
し
、
悩
み
の

解
決
に
つ
な
が
る
情
報
を
提
供

実践リポート

教育委員会編

●
自
治
体
概
要

高
校
数

　県
立
54
校
、
私
立
17
校

　

高
校
生
徒
数

　約
３
万
人
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う
、各
校
に「
あ
お
も
り
創
造
学
総
括

担
当
教
員
」（
以
下
、
担
当
教
員
）を
置

き
、担
当
教
員
対
象
の
教
員
研
修
協
議

会
を
４
回
実
施
し
た（
図
２
）。県
の
地

域
課
題
に
関
す
る
施
策
や
、高
校
が
利

用
で
き
る
支
援
事
業
の
説
明
な
ど
を
行

い
、生
徒
が
設
定
す
る
課
題
や
経
費
の

確
保
の
方
法
を
、担
当
教
員
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。ま
た
、担
当

教
員
に
研
修
内
容
を
自
校
の
教
師
に
報

告
・
共
有
す
る
よ
う
に
伝
え
、各
校
に

お
い
て
研
修
内
容
を
共
有
す
る
場
を
設

け
ら
れ
る
よ
う
、各
校
に
依
頼
し
た
。

　
担
当
教
員
に
好
評
だ
っ
た
の
は
、
県

内
外
の
探
究
学
習
の
先
進
校
の
実
践
発

表
と
、
大
学
教
員
に
よ
る
思
考
ツ
ー
ル

の
活
用
実
践
に
関
す
る
講
演
だ
っ
た
。

　「
先
進
校
の
先
生
に
は
、
生
徒
に
伴

走
す
る
と
は
具
体
的
に
ど
う
す
る
こ
と

か
、
校
内
体
制
を
ど
の
よ
う
に
築
い
た

か
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
思
考
ツ
ー
ル
の
活
用
法
で
は
、

大
学
の
先
生
に
、
青
森
県
の
課
題
を
題

材
に
し
て
、
実
際
に
思
考
ツ
ー
ル
を
活

用
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
課
題
設
定
の
際
に
思
考
ツ
ー
ル
を

ど
う
使
え
ば
、
情
報
の
整
理
や
分
析
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
と
い
っ
た
声
が
担
当
教
員
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
」

　
教
員
研
修
協
議
会
で
は
、
県
内
６
地

域
ご
と
の
分
科
会
も
行
っ
た
（
写
真
）。

地
域
内
の
普
通
科
や
専
門
学
科
、 

定
時

制
、
通
信
制
の
教
師
が
、
地
域
の
課
題

や
生
徒
が
設
定
し
た
課
題
を
共
有
し
、

そ
れ
ら
に
取
り
組
む
際
に
教
師
が
で
き

る
支
援
に
つ
い
て
助
言
し
合
っ
た
。

　「
専
門
学
科
は
課
題
研
究
で
の
指
導

経
験
が
豊
富
で
す
か
ら
、
普
通
科
の
教

師
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
点
が
多
々
あ

り
ま
す
。
分
科
会
で
教
師
同
士
が
関
係

を
築
き
、
普
段
か
ら
情
報
交
換
や
相
談

を
し
合
う
な
ど
、
よ
い
実
践
を
横
展
開

し
や
す
く
し
ま
し
た
」

実施頻度・時期　年４回（５月、７月、９月、11月）
実施時間	 各回とも10 時 00 分〜15時30 分
参加者	 各校のあおもり創造学総括担当教員１人（複数参加可）
各回の内容	 各回とも、「あおもり創造学」の取り組みに関する質疑応答と、

県内６地域のグループ別の情報交換・分科会も実施　

回 テーマ 主な内容

第１回
校内体制の
構築

•「あおもり創造学」の事業説明・質疑応答
•地域課題に関する県の施策、及び高校関係事業
の説明（発表者：知事部局と教育庁他課の担当者）
•県内先進校の実践発表（テーマ：高校生が考え
る人口減少対策プログラム）

第２回
他機関との
ネットワーク
づくり

•大学教員の講演・質疑応答（テーマ：外部機関
と連携した探究学習、ネットワークづくり）
•県内 10大学・短大による地域連携・高大接続に
関する情報提供

第３回
ICTの活用、
キャリア教育
の充実

•地域課題に関する県の施策、及び高校関係事業
の説明（発表者：知事部局と教育庁他課の担当者）
•岩手県の先進校の教師による講演（テーマ：担
当者が１人で悩まずに学校全体で取り組む探究
学習の体制づくり）

第４回
効果的な
情報発信

•大学教員の講演・質疑応答（テーマ：探究学習
における地域課題の捉え方、プロジェクト形成
のコツ）

写真　教員研修協議会
では毎回、県内６地域ご
とに担当教員が集まる分
科会も実施。地域特有
の状況が分かる教師同
士で活発な情報交換が
行われた。

◉「あおもり創造学」とは
高校生活の中で、地域資源や人財を活用して、総合的な探究の時間
等において、高校の所在地域及び自身の居住地域等について理解を
深める学習。地域と協力しながら生徒一人ひとりの「ふるさとあお
もり」への愛着や誇り、夢を抱き、未来に向かって挑戦する意欲の
醸成に取り組み、その成果を小・中学校及び地域に発信する。

◉主な取り組み
•地域や外部と連携するためのバス使用料等の予算を確保し、2022・
23年度は推進校20 校、2023・24 年度は推進校以外に配分。
•各校に「あおもり創造学総括担当教員」を配置。研修を年４回実施。　
•全校の実践を一元で発信するウェブサイト（P.16図３）を開設。　
•県で成果発表会を実施。各校は、成果をまとめた動画を製作・配信。

「あおもり創造学及び総合的な探究の時間」教員研修協議会　概要

※青森県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

図１ 「あおもり創造学」事業概要

青森県では、人材を「人の財
たから
」と捉え、「人財」と表記している。

※青森県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

図１

図２

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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◎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
成
果
を
一
元
発
信

　
教
育
庁
は
、
全
校
の
実
践
と
成
果
を

発
信
す
る「
あ
お
も
り
創
造
学
」の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
（
図
３
）。
各

校
の
魅
力
の
訴
求
や
外
部
の
連
携
先
へ

の
成
果
報
告
、
保
護
者
へ
の
探
究
学
習

の
周
知
な
ど
、
様
々
な
効
果
を
ね
ら
っ

て
い
る
。
特
に
、
各
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の

実
践
を
共
有
す
る
中
で
協
働
研
究
に
発

展
す
る
こ
と
や
、
小
・
中
学
生
が
高
校

で
の
探
究
学
習
の
情
報
を
得
て
、
現
在

の
学
び
が
高
校
で
の
学
び
に
ど
う
つ
な

が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
進
路
選
択
に

役
立
て
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◎
県
主
催
の
成
果
発
表
会
の
実
施

　
23
年
１
月
、「
あ
お
も
り
創
造
学
」

の
成
果
発
表
会
を
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
併
用
で
開
催
し
た
。
参
加
し
た
26

校
の
生
徒
は
堂
々
と
発
表
し
、
聴
衆
の

生
徒
も
積
極
的
に
質
問
し
た
。「
あ
お

も
り
創
造
学
の
取
り
組
み
の
改
善
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会
も
行
い
、
そ
の

内
容
は
会
場
全
体
で
共
有
し
た
。

　
伴
指
導
主
事
は
、
同
事
業
の
成
果
を

象
徴
す
る
発
表
に
、
定
時
制
高
校
の
生

徒
が
取
り
組
ん
だ
「
地
域
連
携
と
防
災

意
識
の
向
上
」
を
挙
げ
た
。
そ
の
高
校

の
生
徒
た
ち
は
、
学
校

が
津
波
に
よ
る
浸
水
区

域
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
町
民
と
防
災
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
一
緒

に
町
を
歩
い
て
避
難
経

路
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
防
災
訓
練
も
行
っ

た
。
そ
の
実
践
は
、
22

年
10
月
に
新
潟
県
で
開

催
さ
れ
た
「
世
界
津
波

の
日
　
高
校
生
サ
ミ
ッ

ト
」
で
も
発
表
さ
れ
た
。

　「
身
近
な
こ
と
に
関
す
る
課
題
意
識

を
発
端
に
情
報
を
集
め
、分
析
し
、行

動
に
移
し
て
、そ
の
成
果
を
世
界
に
発

信
し
た
そ
の
生
徒
は
、世
界
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
事

業
の
意
義
を
強
く
感
じ
た
事
例
で
す
」

　
現
在
ま
で
の
成
果
を
、
伴
指
導
主
事

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
教
員
研
修
協
議
会
で
は
、回
を
重

ね
る
度
に
、
教
師
は
自
校
の
課
題
を
開

示
し
て
指
導
主
事
や
他
校
の
先
生
方
に

助
言
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
意

欲
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
施
１
年

目
と
し
て
は
、
十
分
な
手
応
え
が
あ
り

ま
す
。一
方
で
、教
員
研
修
協
議
会
の

参
加
者
が
毎
回
異
な
る
な
ど
、
校
内
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
う
か

が
え
た
学
校
に
は
、こ
ま
め
に
連
絡
し
、

重
点
的
な
支
援
を
心
が
け
ま
し
た
」

　
今
後
の
課
題
は
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」を
軸
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
を
支
援
す
る
こ

と
だ
。生
徒
が
主
体
的
に
探
究
学
習
に

取
り
組
め
ば
、活
動
は「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」の
枠
に
収
ま
ら
な
く
な
り
、

各
教
科
の
学
習
や
学
校
行
事
、外
部
と

の
連
携
が
一
層
重
要
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、各
校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
で
教
育
活
動
を
見
直
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
、教
師
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
、事
業
終
了
後
も
持
続
可
能

な
探
究
学
習
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
と
高
校
の
探
究
学
習
の

連
続
性
も
課
題
に
挙
げ
る
。多
く
の
小・

中
学
校
で
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
地
域
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
個
人
差

は
あ
れ
ど
、
生
徒
は
高
校
入
学
時
に
地

域
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
市
町
村

教
育
委
員
会
と
の
連
携
や
キ
ャ
リ
ア
・

パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
生
徒
の

実
態
を
つ
か
ん
だ
上
で
活
動
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
く
。

　「
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
経
験
は
、

生
徒
の
社
会
貢
献
意
識
を
高
め
、
青

森
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
発
展
に
寄

与
す
る
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
、
地
に
足

の
つ
い
た
探
究
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
学
び
が
深
ま
り
、
自
身
の
あ
り

方
・
生
き
方
も
よ
り
明
確
に
な
る
は
ず

で
す
。
現
場
の
教
師
や
生
徒
が
一
層
主

体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

カ
リ
・
マ
ネ
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
探
究
学
習
の
実
現
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
成
果
発
表
会
で

学
校
内
外
に
実
践
を
ア
ピ
ー
ル

図３ 「あおもり創造学」のウェブサイト

下記URL、または「あおもり創造学」で検索し、アクセスしてください。
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-gakyo/
aomorisouzougaku.html
※青森県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

各校の「あおも
り創造学」に関
する最新情報
をまとめて紹介

各校が取り組
む主な課題を
紹介。各校の
ウェブサイトに
リンクを張って
いる

図３
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